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横浜国大の輸出管理現場状況報告
～ 輸出管理主要取組の構築から運用まで ～
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横浜国立大学 研究推進機構

輸出管理マネージャー 山之内雄二
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本稿の記述は著者個人の見解であり、著者の所属する
組織と関係するものではありません。また、その意見を
反映するものでもありません。



１．横浜国大の安全保障輸出管理体制

２．横浜国大の主要取組の現場

・私費留学生受入事前審査制度
・輸出管理学内監査
・海外出張時の通関書類作成
・かながわ地区大学の輸出管理勉強会

３．今後の活動課題 （運用の標準化推進に向けて）
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１．横浜国大の安全保障輸出管理体制

最高責任者 （学長）

輸出管理統括責任者
（研究・評価担当理事・副学長）

研究推進機構・研究支援室
（研究支援室長・輸出管理マネージャー）

違反報告

許可申請等の依頼

・・・３次チェック

・・・２次チェック

教 員・研究員・職員・院生など

・規制に該当、相手先の懸念の高い場合、
・研究契約・国費受入最終確認

各部局事務担当者が確認 ・・・１次チェック

各部局事務で確認 研究推進部で確認 学務･国際部で確認

国費
留学生
受入
審査

海外との
研究契約、
ＪＳＰＳ等

海外への
貨物輸送、
技術提供

海外出張
貨物携帯

私費
留学生
受入
審査

教員等からの
輸出管理案件
直接自己申告
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研究支援室集中型の運用メリット

◆ 単一キャンパスのため研究室訪問が容易

◆ 直接研究室訪問による正確な必須情報の入手

◆ 事務職の負担減、事務職人事異動の影響小

◆ 判定から現地配達までの安心・安全・安定のサポート提供

初動対応・配達完了

Zero Defectの実績

輸出管理業務の現場経験豊富

◆ 必要書類の作成（該非判定書から通関書類まで）



２．主要取組の履歴

年月 取組履歴

2010. 4 「輸出者等遵守基準」施行に伴い
安全保障輸出管理体制、運用規程等取り組み着手

2010.10 輸出管理組織体制確立、学内規程施行など運用開始

年月 主要取組

2014.10 安全保障輸出管理専任担当者着任（２代目）

2015. 2 学内の各教授会で輸出管理説明会実施（計８回）

2015.11 輸出貨物の手続一元化(door to door) 手続体制確立

2016. 4 私費留学生受入事前審査制度運用開始

2016. 5 学生募集要項に本学の安全保障輸出管理遵守方針記載

2016. 8 日英併記の輸出管理ガイダンス作成・学内配布 （全教職員及び留学生）
第１回学内輸出管理監査実施（理工系教員への書面監査）

2016. 9 かながわ地区大学の輸出管理担当者勉強会発足（７大学でスタート ）
(Kanagawa Export Academia Network: KEA Net.) （１８年１１月予定）

開催順；横浜国大、横浜市大、慶応大、神奈川工科大、東海大、神奈川大、関東学院大

2017. 4 中国軍事４証取得大学を審査対象に追加

2017. 8 タイ国商務省来訪（輸出管理関連担当者１７名） 安全保障輸出管理取組説明会開催

2018. 5 輸出管理遵守の誓約書 （２０１９年４月導入、全留学生、研究員対象）
学生募集要項に入学書類提出時に誓約書提出を記載

2018. 6 東京税関訪問（円滑な通関のための書類･対策）

2018. 8 第２回学内輸出管理監査実施（理工系教員への書面監査、一部研究室訪問監査） 5



①私費留学生受入事前審査制度取組

ね年 月 活 動 履 歴

２０１５．４ 今年度の活動提案発表 （運営・戦略・定例の各会議）

２０１５．５ 各事務局に趣旨説明、 賛同を得る

２０１５．６ 各事務局職員に運用素案提示、制度賛成 しかし 運用素案大反対

２０１５．７ 先行大学の実態調査 （九大、九工大訪問）

２０１５．１０ 各事務局職員に見直し案説明、 運用の賛同を得る

２０１５．１１ 研究推進機構運営会議に提案、承認を得る

２０１６．２ 募集要項に輸出管理遵守記載、入学願書に事前相談実施項目追加

２０１６．３ 運用フローHP掲載、事前確認シート作成

２０１６．４ 運用開始
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該非判定等による慎重な判断

出願

合否通知

私
費
留
学

志
願
者

入試・
教授会等
の審査

はい
キャッチオール規制の確認

「外国ユーザーリスト」出身者？

「武器、大量破壊兵器分野」の研究？

部局：願書受付

１次チェック

懸念対象国か？
該当技術に接触する可能性？
その他懸念等が見込めるか？

研究推進機構・研究支援室
私費留学生の受入事前確認

合否の
確定

２次チェック

輸出管理統括責任者、
研究支援室長の受入判断

及び
中間管理 ・ 出口管理
懸念事項・注意事項等の確認

安全保障上の
受入可否判断
および助言

懸念対象国
外国ユーザーリスト掲載国及び地域： （２０１５年４月現在）

アフガニスタン、アラブ首長国連邦、イスラエル、イラン、インド、シリア、パキスタン、
北朝鮮、中国、台湾、香港、

国連武器禁輸国：
アフガニスタン、イラク、エリトリア、コートジボアール、コンゴ民主共和国、スーダン、
ソマリア、中央アフリカ、リビア、リベリア、レバノン、北朝鮮、

日本国の輸出規制国：
イラン、イラク、北朝鮮

はい
３次チェック

いいえ いいえ

志願書送付
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留学生受入事前審査制度の素案提案
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留学生受入事前審査制度の素案提案

・輸出管理の追加日程不可能

・募集要項に輸出管理条項無し

・文科省の指示がない

・業務の負担増

・一般入試以外の対策が不明

・成績優秀者を不合格にできない

・教授推薦者の扱い
説明できない、理解を得られない

大反対の理由

改善提案
・願書提出前に輸出管理審査の実施

受入指導教員等に事前相談の実施（メール、電話、訪問面談）
学生募集要項に事前相談等の追記

拒 否



⑤出願

②懸念事項
有り

私
費
留
学

志
願
者

・入試

・教授会等
の審査

輸出管理チェック
事前相談の実施確認？

合否の
確定
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留学生受入事前審査制度の改善提案

合否通知

・留学事前相談

・志願者情報確認
・懸念事項の有無

①留学事前相談

横浜国立大学
指導予定教員

・懸念情報の審査

・懸念項目の判定

横浜国立大学
輸出管理Mｇｒ

③判定連絡

④出願連絡
又は
出願不可

横浜国立大学
部局：願書受付

懸念事項無し
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私費留学志願者事前確認シート
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学生募集要項に安全保障輸出管理遵守方針記載
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入学書類に輸出管理遵守の誓約書追加

13

運用開始：２０１９年４月 通知：募集要項に記載済

対象者：理工系の全留学生 保管：署名後７年間
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監査不履行原因 その１

輸出者等遵守基準

Ⅰ 輸出者等の遵守基準

Ⅱ
リスト規制品
輸出等の
遵守基準

① 組織の代表者を輸出管理の責任者とすること。

② 組織内の輸出管理体制（業務分担・責任関係）を定めること。

③ 該非確認に係る手続を定めること。

④ リスト規制品の輸出等に当たり用途確認、需要者確認を行う

手続を定め、手続に従って確認を行うこと。

⑤ 出荷時に、該非を確認した貨物等と一致しているか確認を行

うこと。

⑥ 輸出管理の監査手続を定め、実施するよう努めること。

⑦ 輸出管理の責任者及び従事者に研修を行うよう努めること。

⑧ 輸出等関連文書を適切な期間保存するよう努めること。

⑨ 法令違反したとき及び法令違反したおそれがあるときは、

速やかに経済産業大臣に報告し、 その再発防止のために必要

な措置を講ずること。
※ 許可例外の輸出等のみを行う者は、⑨のみの適用。

Ⅱ リスト規制品の輸出等を行うに当たって遵守する基準

⑥ 輸出管理の監査手続を定め、

実施するよう努めること。

①～⑤⑨項目は必須、

しかし ⑥⑦⑧項目は必須強制でない

実施に向け努力したが結果的に

出来なかった、次回は実施するつもり。

②安全保障輸出管理監査の実施
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監査不履行原因 その２

輸出管理学内規程

輸出管理業務の監査を定期的に行うものとする。

（定期的の解釈： 定められた時期に行う）

しかしながら、 期限・期間・対象部局を設定していない。

細則等にも詳細を記載していない。

安全保障輸出管理監査の実施
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安全保障輸出管理監査の実施

監査不履行原因 その３

学内環境

監査実施の学内環境の未整備

・研究室訪問監査の受入不可

（立入検査の未承認、権限無し、研究室多数）

・総務部（関連部局）監査チーム（公認）が実施する年一回の

立ち入り調査で監査終了の認識

・総務部の立入調査に輸出管理の同行は拒否、

項目追記も却下（輸出管理の専門家でない）

・各事前確認シートで実態連絡済、再確認不要

・提供技術の実態把握は困難

大学での輸出管理監査は認知されていない



安全保障輸出管理監査の実施

経産省の見解
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安全保障輸出管理監査の実施
・アンケート調査票に基づく書面監査の実施 （一次監査）

・調査票に基づき懸念回答した研究室訪問の実施 （二次監査）
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安全保障輸出管理監査の実態
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使用したアプリケーション

便利で使用簡単なソフト



安全保障輸出管理監査の実態
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安全保障輸出管理監査の実態

21

2018年8月17日現在



安全保障輸出管理監査の実態
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安全保障輸出管理監査の実態

23

４．２０１７年１０月の外為法改正で刑事罰強化 法人重科 ？
５．研究室内の貨物･技術の持出しルール遵守されているか？
６．懸念国からの留学志願者の事前確認シート提出？
７．海外出張時に未公表資料を持ち出したか？
８．輸出貨物を直接業者委託したか？ ９．輸出先と委託業者名？

１０．手荷物検査時のトラブル有無？ １１．書類の修正などの指摘？
１２．現地入管時のトラブル？ １３．有った場合はその概要？
１４．実験器具等の廃棄処理？ １５．質問、相談等自由記載？



安全保障輸出管理監査の実態
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安全保障輸出管理監査の課題
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・輸出管理監査の結果、遵守基準の認知度は上昇している、

しかし、調査票の期限内提出、訪問監査受入の理解と協力

・自己申告に基づいたアンケート調査票では通知されない違反情報の可能性もある

未回答教員の追跡調査 （回答出来ない隠れた事情の有無）

１００％回収の施策？

・輸出管理業務について教員の理解推進（外為法の諸運用は教員を保護している）

研究室訪問監査の環境を整備したい

・学内規程（細則）の修正・追記

・大学用の自己管理チェックシートの作成、情報共有の推進？

・各大学の監査方法の実態調査



③海外出張時の円滑通関
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教員が空港税関でトラブルを未然防止するために



海外出張時の円滑通関
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海外出張時の円滑通関
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海外出張時の円滑通関
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２０１６年９月発足



参加大学のキャンパス

東京都

東京湾

山梨県

静岡県

相模湾

神 奈 川 県

①横浜国立大学

②横浜市立大学

③慶応義塾大学

④神奈川工科大学

⑤東海大学

⑥神奈川大学

⑦関東学院大学
（２０１８年１１月２９日）

⑧北里大学

⑨日本大学

⑩東京工業大学

⑪総合研究大学院大学

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

・

・

・；参加予定
31
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KEA Net 開催履歴

No. 開催日程・場所 主要議題

1 ２０１６年９月 横浜国立大
常盤台

・キックオフ 勉強会の目的、 基本運営の説明
・参加大学の現状報告
・横浜国大の運用取組、ガイダンス説明

2 ２０１７年１月 横浜市立大
金沢八景

・政省令改正の確認･解説
・輸出管理最新情報報告
・留学生受入演習問題

3 ２０１７年６月 慶応義塾大
日吉矢上

・慶応義塾大の取組報告
・名古屋議定書解説、今後の取組
・中国軍事四証取得大学の対応

4 ２０１７年１１月 神奈川
工科大
厚木

・神奈川工科大の取組報告
・各大学の最新情報・取組報告
・経産省輸出管理ガイダンスの利用

5 ２０１８年３月 東海大
湘南

・東海大学の取組報告
・事前確認シートの見直し・簡素化案について
・研究施設棟見学

6 ２０１８年７月 神奈川大
横浜白楽

・神奈川大の取組報告
・東京税関訪問相談報告、
・グループ別演習問題協議、発表
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成 果

・神奈川県内にキャンパスを有する大学の勉強会のため
開催会場（輪番開催）に集合しやすい。横の繋がり、強化

・少数精鋭の全員参加型 （出席者が問題意識を持って参加している、個々のスキルアップ）

・輸出管理関連情報の共有化
必須業務の取組、最新情報、通関･物流情報、政省令改正の再確認など

・各大学の現場報告による問題点等の協議、事前確認シートの改善、

・アドバイザー派遣制度を利用した大学が、その後 KEA Net参加 参加大学の切磋琢磨

問題点
・障壁が多く取組開始の遅延
・人事異動による新任者のレベル
・兼職のため輸出管理の優先順位が低い

KEA Net 活動成果

33
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３．今後の活動課題

・ これから運用を開始する大学の支援 （壁の払拭）

・ 事前確認シートの簡素化 （形骸化を防止するため、教員の負担感を払拭するため）

・ 税関用通関シートの利用促進 （出張時における出入国通関を円滑に通過するため）
（税関様式C-5340)

・ 他地域ネットとの交流促進
かながわ・首都圏東部 合同セミナー開催（９月１４日）

・ 「輸出者等遵守基準」の周知

・ 「E-Learning」の導入検討



まとめ

35

・留学生受入審査 （学内関連部局の協力と運用説明は必須）
（最近、入国管理局が事前確認シート等の提出運用決定）

・定期的監査の実施（年１回以上、書面監査、可能なら研究室訪問）

・通関トラブルは防止できる（出張時に通関書類持参）

・地域ネットワークの参加 （運用取組の適切な支援、情報共有等）

大学の安全保障輸出管理は、先生方の教育・研究活動を円滑に
支援するためのものであり、決して阻害するものではありません。

ご清聴ありがとうございました

愛される貿易管理を目指して

安全・安心・安定の提供、Zero Defectの継続
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